
ま  ち  づ  く  り  懇  談  会  
 

 

 

                                                                                  

 

 次   第 
 

 

  

１ 開    会 

 

２ 町長あいさつ                       

       （職員の紹介（座席順・随行者含む）） 

３ 川崎町の『まちづくり』について 

 （１）町の財政状況について                          

   ■令和６年度一般会計予算の状況と重点政策 

（２）まちづくりについて 

■情報提供                        

 

４ 意 見 交 換

 

５ 閉    会  

日日　　程程 行行政政区区 会会　　場場

裏裏丁丁上上

裏裏丁丁下下

本本荒荒町町

中中新新町町

前前川川東東

前前川川西西

９９月月２２６６日日（（木木）） 青青　　根根 じじゃゃっっぽぽのの場場　　健健康康増増進進棟棟

立立　　野野

野野　　上上

古古　　関関

笹笹　　谷谷

小小　　野野

小小　　沢沢

川川内内一一

川川内内北北川川

川川内内二二

川川内内三三

１１１１月月５５日日（（火火）） 碁碁　　石石 碁碁石石地地区区集集落落セセンンタターー

１１１１月月７７日日（（木木）） 本本砂砂金金 本本砂砂金金地地区区集集落落セセンンタターー

支支倉倉上上

支支倉倉下下

１１１１月月１１５５日日（（金金）） 支支倉倉台台 支支倉倉台台分分館館

１１００月月１１７７日日（（木木）） 小小野野分分館館

天天神神地地区区生生活活改改善善セセンンタターー

１１００月月２２４４日日（（木木）） 川川内内地地区区生生活活改改善善セセンンタターー

１１１１月月１１２２日日（（火火）） 支支倉倉郷郷土土文文化化伝伝承承館館

１１１１月月１１日日（（金金））

野野上上分分館館

８８月月２２９９日日（（木木）） 前前川川西西地地区区集集落落セセンンタターー

１１００月月１１００日日（（木木）） 古古関関分分館館

１１００月月３３日日（（木木））

　　時時間間　　午午後後７７時時かからら午午後後８８時時３３００分分ままでで（（予予定定））

７７月月２２３３日日（（火火）） 山山村村開開発発セセンンタターー３３階階ホホーールル

令令和和６６年年度度　　「「ままちちづづくくりり懇懇談談会会」」日日程程表表

８８月月８８日日（（木木）） 山山村村開開発発セセンンタターー３３階階ホホーールル



  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

歳歳出出目目的的  
RR６６  参参考考（（RR５５構構成成割割合合））  

金金額額  構構成成割割合合  川川崎崎町町  村村田田町町  蔵蔵王王町町  山山元元町町  

  億億円円  %%  %%  %%  %%  %%  

議議 会会 費費  11..11 円円  22..00    22..00    11..77    11..66    11..22    

総総 務務 費費  88..88 円円  1166..77    1166..11    1166..66    1177..66    2222..77    

民民 生生 費費  1100..44 円円  1199..66    1199..22    2233..55    2255..33    2233..88    

衛衛 生生 費費  77..00 円円  1133..33    1122..99    1100..55    99..00    55..88    

労労 働働 費費  00..00 円円  00..00    00..00    00..11    00..00    00..22    

農農 林林 水水 産産 業業 費費  33..55 円円  66..55    66..88    55..33    22..88    55..55    

商商 工工 費費  11..33 円円  22..44    33..66    11..88    22..66    11..66    

土土 木木 費費  66..00 円円  1111..22    1122..11    99..44    99..11    1177..99    

消消 防防 費費  22..55 円円  44..77    44..77    44..55    33..88    33..99    

教教 育育 費費  88..66 円円  1166..33    1155..77    1133..77    1166..77    99..66    

公公 債債 費費  33..77 円円  77..11    66..77    1122..99    1111..00    66..88    

そそ のの 他他  00..11 円円  00..22    00..22    00..00    00..55    11..00    

合合  計計  5533..00 円円  110000..00%%  110000..00%%  110000..00%%  110000..00%%  110000..00%%  

令和６年度歳出予算 目的別構成割合 

 
  

  

  
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

  

  

  

  

  
 

会 計 令和６年度 前年度比 

一般会計 53億円 ▲1億円 

国民健康保険 12億 7,851万円 ＋5,079万円 

後期高齢者医療 1億 911万円 ＋1,021万円 

介護保険 11億 5,904万円 ＋563万円 

温泉事業 2,797万円 ＋1,404万円 

公共下水道事業 8億 9,271万円 ＋2億 2,071万円 

病院事業 9億 8,805万円 ▲1,773万円 

水道事業 4億 6,269万円 ▲1,714万円 

合計 102億 1,808万円 ＋1億 6,651万円 

 令和６年度 

 一般会計予算 
 

53 億円 
 前年度比 ▲1 億円 

 

一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
を
合
わ
せ
た

令
和
６
年
度
予
算
の
総
額
は
100
億
１
，
８

０
８
万
円
で
、
前
年
度
当
初
予
算
額
と
比

較
す
る
と
約
１
億
６
千
万
円
、
１
．
７
％

の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

一
般
会
計
の
予
算
総
額
は
53
億
円
で
、

前
年
度
の
当
初
予
算
額
と
比
較
す
る
と
１

億
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
閉
鎖
し
た
ス

キ
ー
場
や
道
路
、
橋
な
ど
の
維
持
補
修
費

が
減
少
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
一
時
的
な

も
の
で
あ
り
老
朽
化
し
た
施
設
の
維
持
補

修
費
が
今
後
増
加
す
る
見
込
み
で
す
。 

歳 入 

依存財源 
67.8% 

自主財源 
32.2% 

1



令
和
６
年
度

重
点
政
策

○
誕
生
祝
い
金
支
給

【
４
０
０
万
円
】

　
　子育
て
支
援
に
よ
り
、
誕
生
祝
い
金

を
支
給
（
第
１
子
・
第
２
子
１０
万
円
。

第
３
子
以
降
３０
万
円
）。

○
心
の
ケ
ア
ハ
ウ
ス
運
営
支
援

�

【
７
４
５
万
円
】

　
　不
登
校
傾
向
に
あ
る
児
童
生
徒
の
早

期
学
校
復
帰
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
、

ケ
ア
ハ
ウ
ス
を
運
営
。

○
放
課
後
児
童
健
全
育
成

�

【
５
０
２
１
万
円
】

　
　放
課
後
や
夏
休
み
な
ど
、
児
童
を
預

か
る
た
め
児
童
教
室
を
開
設
。

○
学
校
給
食
費
無
償
化

�

【
２
８
３
５
万
円
】

　
　小
中
学
校
に
通
学
す
る
児
童
生
徒
の

学
校
給
食
費
を
無
償
化
。

４

　健
康
増
進
策
の
充
実

○
こ
ど
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
助
成

　



【
３
０
３
万
円
】

　
　子供
た
ち
の
健
康
増
進
と
子
育
て
支

援
の
た
め
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
の
費
用
を
助
成
。 単

補

補
補

単

○
妊
婦
産
婦
無
料
健
診

�

【
４
０
１
万
円
】

　
　妊
婦
健
診
（
１４
回
分
）、
産
婦
健
診

（
２
回
分
）
に
係
る
費
用
を
助
成
。

○
疾
病
予
防�

【
６
６
５
２
万
円
】

　
　６５
歳
以
上
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
及
び

帯
状
疱
疹
予
防
接
種
、
乳
幼
児
予
防
接

種
事
業
及
び
各
種
が
ん
検
診
、
風
し
ん

抗
体
検
査
・
予
防
接
種
事
業
等
の
実
施
。

５

　農
業
・
観
光
業
振
興
策
の
充
実

○
有
害
鳥
獣
対
策�

【
２
３
６
３
万
円
】

　
　有
害
鳥
獣
処
理
施
設
経
費
、
有
害
鳥

獣
防
止
施
設
整
備
費
、
野
生
動
物
忌
避

装
置
・
わ
な
等
購
入
、有
害
鳥
獣
駆
除
、

狩
猟
免
許
取
得
等
を
助
成
。

○
農
業
用
水
路
整
備

�

【
２
０
０
０
万
円
】

　
　清
水
河
原
地
区
に
お
け
る
水
路
改
修

を
実
施
。

単

補

補
補

○
川
崎
小
学
校
建
設�

【
４
０
０
万
円
】

　
　老朽
化
し
た
川
崎
小
学
校
を
建
て
替

え
る
た
め
の
基
本
構
想
を
策
定
。

○
自
給
飼
料
活
用
促
進

�

【
１
１
０
万
円
】

　
　飼料
が
高
騰
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

飼
料
作
物
種
子
購
入
費
用
の
２
分
の
１

（
上
限
５
万
円
）
を
助
成
。

○
危
険
た
め
池
改
修

�

【
１
１
０
０
万
円
】

　
　転落
な
ど
の
危
険
が
あ
る「
た
め
池
」

の
安
全
対
策
を
実
施
。（
※
天
神
地
区
等
）

単
単

補 新

規

事

業

１

　人口
減
少
・
起
業
家
支
援
の
充
実

○
結
婚
支
援
【
５０
万
円
】

　
　成婚
に
向
け
た
事
業
の
実
施
。

○
地
域
お
こ
し
協
力
隊

�

【
５
３
１
２
万
円
】

　
　起業
・
移
住
・
地
域
づ
く
り
等
の
活

動
を
協
力
隊
が
支
援
。

○
移
住
定
住
促
進�

【
１
２
９
３
万
円
】

　
　起業
兼
移
住
定
住
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
「
Ｓ
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
」
及
び
お
試
し

移
住
施
設「
Ｅ
Ｎ
Ｇ
Ａ
Ｗ
Ａ
」の
運
営
、

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
の
運
用
な
ど
、
起

業
家
・
移
住
者
へ
の
包
括
的
な
支
援
を

実
施
。

２

　高齢
者
支
援
の
充
実

○
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
運
営
補
助
金

　



【
１
３
３
０
万
円
】

　
　シル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
安
定
し

た
運
営
を
行
う
た
め
、事
業
費
を
補
助
。

単

補

補

補

○
川
崎
町
産
木
材
利
用
促
進
住
宅
整
備
事

業
補
助
金�

【
２
０
０
万
円
】

　
　町
内
建
築
業
者
に
よ
り
木
造
で
建
築

さ
れ
、
町
産
木
材
を
一
定
量
以
上
使
用

し
た
場
合
、
補
助
金
を
交
付
。

　
（
１
０
０
万
円
×
２
戸
）

○
家
畜
自
営
防
疫
推
進
助
成
金
�

【
１
３
７
万
円
】

　
　畜
産
農
家
の
健
全
経
営
の
た
め
、
ア

カ
バ
ネ
病
予
防
接
種
費
用
の
２
分
の
１

を
助
成
。

○
担
い
手
農
家
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

利
用
補
助
金

　

�

【
３
０
０
万
円
】

　
　認
定
農
業
者
や
販
売
農
家
が
除
草
作

業
な
ど
に
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

を
利
用
し
た
際
の
費
用
を
補
助
。

○
魅
力
発
信�

【
１
２
３
９
万
円
】

　
　川
崎
町
の
魅
力
を
町
外
へ
発
信
す
る

た
め
、
新
聞
・
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
・
ラ
ジ

オ
・
情
報
誌
等
で
Ｐ
Ｒ
事
業
を
実
施
。

６

　生
活
基
盤
・
イ
ン
フ
ラ
整
備

○
町
道
補
修�

【
５
６
０
０
万
円
】

　
　町道
の
舗
装
補
修
を
実
施
。

　①立
野
・
土
橋
線

　②町
道
み
ち
の
く
公
園
線

　③野
上
町
裏
線

　
　
　
　
　ほか

補

単

単
単補

○
高
齢
者
移
送
支
援

�

【
１
０
６
３
万
円
】

　
　高齢
者
の
家
計
負
担
軽
減
と
、
移
動

手
段
の
確
保
の
た
め
移
送
支
援
を
実
施
。

　①高
齢
者
等
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
事
業

（
７
２
７
万
円
）

　②移
送
サ
ー
ビ
ス
事
業（
３
３
６
万
円
）

３

　子育
て
支
援
対
策
の
充
実

○
こ
ど
も
医
療
費
助
成

�
【
１
９
２
１
万
円
】

　
　高校
生
ま
で
の
医
療
費
を
無
償
化
。

○
乳
幼
児
応
援
助
成
券
支
給

�

【
３
３
６
万
円
】

　
　おむ
つ
な
ど
の
購
入
費
を
助
成
。
満

１
歳
児
ま
で
の
乳
児
に
対
し
て
１
カ
月

当
た
り
１
万
円（
５
０
０
０
円
×
２
枚
）

の
乳
幼
児
応
援
助
成
券
を
交
付
。

補
補

単

　
　…
町
の
お
金
だ
け
で
実
施
す
る
政
策

単
　
　…

国
や
県
か
ら
全
額
又
は
一
部
補
助
を
受
け
て
実
施
す
る
政
策

補

○
橋
梁
補
修�

【
９
２
０
０
万
円
】

　
　古く
な
っ
た
橋
梁
の
補
修
を
実
施
。

　①
小
松
倉
線
蛙
岩
橋

　②
下
本
屋
敷
・
水
上
線
槻
木
橋
２
号

　③
荒
町
・
前
川
線
本
城
橋

　
　
　ほ
か

○
町
営
住
宅
改
修�

【
２
９
２
７
万
円
】

　①
北
原
住
宅（
５
戸
・
屋
根
改
修
６
棟
）

　②

北
原
住
宅
・
伊
勢
原
住
宅
（
計
７
棟

解
体
）

○
消
防
車
両
購
入�

【
１
４
２
１
万
円
】

　
　消
防
団
支
倉
中
班
配
備
用
と
し
て
消

防
ポ
ン
プ
自
動
車
を
１
台
購
入
。

７

　そ
の
他

○
学
校
施
設
整
備�

【
１
３
３
５
万
円
】

　
　老
朽
化
し
て
い
る
小
中
学
校
の
改
修

事
業（
屋
根
改
修
や
空
調
設
備
整
備
等
）

を
実
施
。

○
役
場
庁
舎
改
修�

【
２
０
９
６
万
円
】

　
　老
朽
化
し
て
い
る
役
場
庁
舎
の
維
持

補
修
工
事
を
実
施
。

　①役
場
庁
舎
屋
上
防
水
改
修
工
事

　
（
１
２
５
５
万
円
）

　②役
場
庁
舎
３
階
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
工
事

　
（
８
４
１
万
円
）

補

補補補単

○
防
犯
灯
・
街
路
灯
維
持
管
理

�

【
５
９
３
万
円
】

　①防
犯
灯
・
街
路
灯
を
管
理
す
る
行
政

区
等
へ
電
気
料
や
修
繕
費
用
に
係
る

補
助
金
を
交
付
。（
２
６
３
万
円
）

　②老
朽
化
し
た
街
路
灯
を
撤
去
し
、
維

持
管
理
し
や
す
い
防
犯
灯
へ
切
り
替

え
を
実
施
。（
３
３
０
万
円
） 単

○
住
宅
用
ス
マ
ー
ト
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
普

及
促
進�

【
２
２
０
万
円
】

　
　住宅
用
太
陽
光
発
電
設
備
や
蓄
電
池

の
設
置
費
用
に
対
し
助
成
金
を
交
付
。

単

88
２０２4（令和6年）４月２０２4（令和6年）４月
広報かわさき広報かわさき99
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5302010平
成
元

令
和
元

63昭
和
57

最多出生者数
昭和57年 205 人

最少出生者数
令和４年 19人

最多死亡者数
平成23年 170 人

最少死亡者数
昭和58年 81 人

川崎町の 42年間の出生者数と死亡者数
（人）

（年）

出生者数

死亡者数
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町長が町長が
ゆくゆく

　
　
　宮城
の
人
口
は
２
割
減

　２０
５
０
年
に
は
、
東
京
都
以
外
の
４６

道
府
県
で
７5
歳
以
上
の
総
人
口
が
2０
％
を

超
え
る
―
―
。
ほ
と
ん
ど
の
市
区
町
村
が

人
口
減
少
、人
口
１
万
人
未
満
の
市
区
町
村

が
４
割
を
超
え
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　宮城
県
の
人
口
も
、
現
在
の
２
３
０
万

人
か
ら
１
８
３
万
人
に
。
こ
れ
は
１
９
７

０
年
代
と
同
じ
水
準
。
2６
年
後
に
は
約
２

割
減
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
６5
歳
以
上

の
高
齢
者
の
割
合
（
高
齢
化
率
）
は
、
現

在
の
2９
・
７
％
か
ら
３９
・
４
％
に
上
昇
し

５
人
に
２
人
が
高
齢
者
に
な
る
見
込
み
。

　県内
３5
市
町
村
で
も
人
口
増
の
市
町
村

は
な
く
な
り
、
石
巻
市
・
大
崎
市
と
も
人

口
が
１０
万
人
を
下
回
り
、
仙
台
市
以
外
に

人
口
１０
万
人
を
超
え
る
自
治
体
は
な
く
な

る
の
で
す
。

　
　
　川崎
町
は
９
番
目

　減少
幅
が
最
も
大
き
い
の
は
丸
森
町
、

5０
年
後
に
は
現
在
の
４
割
ま
で
人
口
が
減

少
。
高
齢
化
率
も
県
内
で
唯
一
６０
％
を
超

え
る
よ
う
で
す
。
丸
森
町
に
加
え
、
南
三

陸
町
、
七
ヶ
宿
町
、
女
川
町
は
、
5０
年
に

は
人
口
が
半
減
。
七
ヶ
宿
町
は
１
２
６
２

人
か
ら
５
９
９
人
に
。
県
内
１６
の
市
町
村

で
４
割
人
口
が
減
る
の
で
す
。

　
川
崎
町
は
減
少
幅
で
９
番
目
の
5４・２
％
。

2６
年
後
に
は
４
５
２
５
人
に
な
る
と
。

　
　
　夫婦
の
数
は
５０
年
で
半
分

　5０年
前
、
婚
姻
件
数
は
年
間
１
１
０
万

組
。
現
在
は
約
5０
万
組
。
5０
歳
以
上
の
未

婚
男
性
の
人
口
は
、
４４
年
前
、
約
１７
万
人

だ
っ
た
の
に
対
し
、
４
年
前
に
は
約
３
９

１
万
人
に
激
増
し
、
実
に
2３
倍
に
な
っ
て

い
ま
す
。
も
は
や
、
日
本
人
に
と
っ
て
結

婚
は
、
当
た
り
前
で
は
な
く
な
っ
て
い
る

の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　これ
ま
で
の
男
性
は
、
妻
子
を
養
う
た

め
、
わ
ず
か
な
小
遣
い
で
モ
ー
レ
ツ
に
働

く
。
女
性
は
、
自
分
の
仕
事
や
夢
は
後
回

し
に
し
て
子
育
て
に
喜
び
を
見
出
す
。
そ

ん
な
人
生
を
「
古
臭
い
」「
時
代
遅
れ
」

と
敬
遠
す
る
若
者
は
確
か
に
多
い
の
か
も
。

　しか
し
、
現
代
の
若
者
が
結
婚
し
た
く

な
い
ば
か
り
で
な
く
、
で
き
な
い
事
情
が

あ
る
こ
と
も
事
実
で
す
。
5０
歳
ま
で
に
一

度
も
結
婚
し
た
こ
と
の
な
い
男
性
が
３
割
、

女
性
も
２
割
近
く
。
し
か
も
非
正
規
で
働

く
5０
歳
の
男
性
の
未
婚
率
は
な
ん
と
６
割

に
達
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
日
本
人
の
平

均
賃
金
は
、
2７
年
前
か
ら
上
が
っ
て
い
ま

せ
ん
。　経済

的
理
由
で
、
結
婚
し
た
く
て
も
で

き
な
い
人
が
増
え
続
け
る
。
未
婚
や
少
子

化
は
、
非
正
規
雇
用
が
働
き
手
の
４
割
を

占
め
、
賃
金
の
上
が
ら
な
い
国
に
住
む
若

者
に
と
っ
て
必
然
の
こ
と
だ
、
と
私
に
は

思
え
て
な
ら
な
い
の
で
す
。

　
　
　自治
体
で
は
な
く

　東北
は
、
全
体
の
７
割
を
超
え
る
１
６

５
市
町
村
が
消
滅
可
能
性
自
治
体
と
名
指

し
さ
れ
ま
し
た
。
宮
城
県
で
は
３5
市
町
村

の
う
ち
１９
で
す
。

　しか
し
、
少
子
化
対
策
は
自
治
体
で
は

な
く
、
国
レ
ベ
ル
の
政
策
が
必
要
な
の
で

す
。
実
質
賃
金
の
引
き
上
げ
、
非
正
規
雇

用
の
処
遇
改
善
、
食
料
安
全
保
障
、
過
疎

地
域
の
存
在
意
義
を
お
互
い
共
有
し
て
い

く
方
向
性
、
等
々
。

　結婚
す
る
若
者
た
ち
が
半
減
し
、
生
ま

れ
て
く
る
赤
ち
ゃ
ん
も
４３
年
連
続
で
減
り

続
け
て
い
る
の
が
日
本
の
現
状
で
す
。

　かつ
て
の
日
本
の
問
題
は
、
若
年
男
性

の
流
出
と
産
業
振
興
で
し
た
。長
男
が
残
っ

て
家
が
守
ら
れ
る
か
、
そ
の
た
め
の
仕
事

が
地
域
に
あ
る
か
。
産
業
振
興
は
地
域
の

男
性
を
流
出
さ
せ
な
い
た
め
で
し
た
。

　とこ
ろ
が
今
は
「
長
男
は
い
て
も
嫁
が

来
な
い
」
が
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
若

年
女
性
（
2０
歳
か
ら
３９
歳
）
の
人
口
が
半

減
す
る
か
ら
な
ん
と
か
し
な
さ
い
、
と
。

　人の
奪
い
合
い
を
し
て
い
て
も
問
題
は

解
決
し
な
い
と
思
い
ま
す
。
国
を
あ
げ
て

の
「
若
い
世
代
の
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
」

の
対
策
が
問
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。

川
崎
町
長

小
山 

修
作

令
和
６
年
８
月
１
日

２０５０年
　川崎町は消滅しません。
国をあげての
　対策が問われています！

２０５０年
総人口の割合が低い市町村

１ 丸 森 町 40．6
２ 南三陸町 41．７
３ 七ヶ宿町 4７．5
４ 女 川 町 4７．6
５ 涌 谷 町 51．３
６ 気仙沼市 52．1
７ 栗 原 市 52．5
８ 加 美 町 5３．8
９ 川 崎 町 ５４.２
１０ 大 郷 町 54．8
１１ 白 石 市 5７．0
１２ 松 島 町 5７．6
１２ 登 米 市 5７．6
１４ 村 田 町 58．1
１５ 色 麻 町 59．0
１６ 角 田 市 59．2
１７ 蔵 王 町 60．6
１８ 石 巻 市 61．9
１９ 七ヶ浜町 62．0
２０ 美 里 町 65．6

■２０５０年の推計人口
（指数は２０２０年＝１００とする）

※国立社会保障・人口問題研究所の「日本の地域別将来推計人口
（令和５年）推計」より抜粋

総人口（人） 指数
2020年 2050年 2050年

宮 城 県 ２，３０１，９９６ １，８２９，５６５ ７９．５
仙 台 市 １，０９６，７０４ ９９８，８３２ ９１．１
青 葉 区 ３１１，５９０ ２９５，３１５ ９４．８
宮城野区 １９６，７３２ １８２，１２８ ９２．６
若 林 区 １４１，４７５ １３３，９２２ ９４．７
太 白 区 ２３４，７５８ ２１６，７４３ ９２．３
泉 区 ２１２，１４９ １７０，７２４ ８０．５

石 巻 市 １４０，１５１ ８６，７８５ ６１．９
塩 釜 市 ５２，２０３ ３４，７８２ ６６．６
気 仙 沼 市 ６１，１４７ ３１，８４８ ５２．１
白 石 市 ３２，７５８ １８，６６９ ５７．０
名 取 市 ７８，７１８ ７７，０７１ ９７．９
角 田 市 ２７，９７６ １６，５７５ ５９．２
多 賀 城 市 ６２，８２７ ５１，９５８ ８２．７
岩 沼 市 ４４，０６８ ３５，９８５ ８１．７
登 米 市 ７６，０３７ ４３，７８１ ５７．６
栗 原 市 ６４，６３７ ３３，９２９ ５２．５
東 松 島 市 ３９，０９８ ２７，３３２ ６９．９
大 崎 市 １２７，３３０ ８７，３４０ ６８．６
富 谷 市 ５１，６５１ ４６，８６７ ９０．７
蔵 王 町 １１，４１８ ６，９１６ ６０．６
七 ヶ 宿 町 １，２６２ ５９９ ４７．５
大 河 原 町 ２３，５７１ １９，９６６ ８４．７
村 田 町 １０，６６６ ６，２００ ５８．１
柴 田 町 ３８，２７１ ２８，５５３ ７４．６
川 崎 町 ８，３４５ ４，５２５ ５４.２
丸 森 町 １２，２６２ ４，９７４ ４０．６
亘 理 町 ３３，０８７ ２４，１１７ ７２．９
山 元 町 １２，０４６ ７，９１１ ６５．７
松 島 町 １３，３２３ ７，６７４ ５７．６
七 ヶ 浜 町 １８，１３２ １１，２５０ ６２．０
利 府 町 ３５，１８２ ３０，６５０ ８７．１
大 和 町 ２８，７８６ ２６，９５３ ９３．６
大 郷 町 ７，８１３ ４，２７８ ５４．８
大 衡 村 ５，８４９ ５，６９７ ９７．４
色 麻 町 ６，６９８ ３，９５４ ５９．０
加 美 町 ２１，９４３ １１，８０８ ５３．８
涌 谷 町 １５，３８８ ７，８９５ ５１．３
美 里 町 ２３，９９４ １５，７３４ ６５．６
女 川 町 ６，４３０ ３，０６２ ４７．６
南 三 陸 町 １２，２２５ ５，０９５ ４１．７

22
２０２４（令和６年）８月２０２４（令和６年）８月
広報かわさき広報かわさき33

２０２４（令和６年）８月２０２４（令和６年）８月
広報かわさき広報かわさき

4-念校-広報かわさき8月号610-1120594-念校-広報かわさき8月号610-112059 4-念校-広報かわさき8月号610-1120594-念校-広報かわさき8月号610-112059

5



5,000万

１億

１億5,000万

２億

平成 令和 （年）12 15 20 25 30 ５

（円）
スキー場へ投入してきた経費

2億6,200万円

0

5

10

15
スキー場　来場者数推移

（万人）

5 （年）平成2 令和元3025201510 4

最多来場者数
158,680 人

最少来場者数
9,521 人

町長が町長が
ゆくゆく

　
　
　スキ
ー
場
の
運
営

　川崎
町
が
ス
キ
ー
場
を
取
得
し
た
の
は

平
成
１１
年
９
月
。
２５
年
前
の
こ
と
で
す
。

当
初
、
町
は
管
理
運
営
制
度
に
よ
っ
て
㈱

か
わ
さ
き
振
興
公
社
に
７
年
間
、
管
理
運

営
を
委
託
。
そ
の
後
、
国
が
改
正
し
た
地

方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り
指
定
管
理
者
制

度
を
導
入
す
る
こ
と
に
。
ス
キ
ー
場
経
営

の
実
績
が
な
い
４
社
か
ら
１
社
を
指
定
す

る
も
、
こ
の
事
業
者
は
３
年
の
契
約
を
満

了
す
る
こ
と
な
く
２
年
で
撤
退
。
以
後
、

１６
シ
ー
ズ
ン
は
㈱
ゆ
ら
い
ず
が
運
営
し
、

現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　
　
　感謝
と
御
礼

　去る
４
月
２５
日
、
夏
場
の
ゲ
レ
ン
デ
の

利
用
を
求
め
、
県
内
外
か
ら
１
５
５
人
分

の
署
名
が
町
に
提
出
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

東
北
唯
一
の
サ
マ
ー
ゲ
レ
ン
デ
は
滑
り
や

す
く
夏
場
も
練
習
し
た
い
上
級
者
か
ら
の

要
望
で
し
た
。

　改め
て
、
こ
の
２５
年
間
事
故
も
な
く
多

く
の
お
客
様
を
迎
え
入
れ
て
く
だ
さ
っ
た

㈱
か
わ
さ
き
振
興
公
社
、
並
び
に
㈱
ゆ
ら

い
ず
の
皆
様
を
は
じ
め
、
川
崎
ス
キ
ー
ク

ラ
ブ
の
方
々
、
す
べ
て
の
関
係
者
の
方
々

に
敬
意
を
表
す
る
も
の
で
す
。

　そし
て
、
こ
れ
ま
で
長
い
間
、
わ
が
町

の
ス
キ
ー
場
を
愛
し
て
く
だ
さ
っ
た
多
く

の
利
用
者
の
皆
様
方
に
、
心
か
ら
感
謝
と

御
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　
　
　公募
し
ま
す

　スキ
ー
場
跡
地
を
ど
の
よ
う
に
活
用
す

る
こ
と
が
、
町
民
に
と
っ
て
一
番
良
い
の

か
。
様
々
な
角
度
か
ら
検
討
し
て
い
き
ま

す
。
行
政
だ
け
で
な
く
、
民
間
の
ア
イ
デ

ア
や
活
力
を
求
め
る
た
め
、用
途
を
ス
キ
ー

場
に
限
ら
ず
、
幅
広
く
活
用
を
公
募
す
る

こ
と
と
致
し
ま
し
た
。

　上
の
表
を
見
て
く
だ
さ
い
。
公
募
し
て

い
く
た
め
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
す
。ス
キ
ー

場
跡
地
は
、
川
崎
町
民
の
貴
重
な
財
産
。

そ
の
活
用
は
、売
却
や
賃
貸
を
含
め
、様
々

な
可
能
性
を
考
慮
し
た
上
で
具
体
策
を
導

き
出
し
て
い
き
た
い
、と
考
え
て
い
ま
す
。

検
討
の
結
果
、
町
及
び
町
民
に
と
っ
て
活

用
し
な
い
こ
と
が
最
善
と
の
結
論
が
出
た

場
合
は
、
し
っ
か
り
と
説
明
し
て
い
か
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　今
、
こ
の
国
の
一
番
の
問
題
は
人
口
減

少
。
４３
年
連
続
で
子
供
人
口
が
減
り
続
け

て
い
ま
す
。
一
方
、
国
の
借
金
は
１
２
８

６
兆
円
。
１
年
で
２９
兆
円
増
加
。

　少
な
い
子
供
た
ち
に
、
大
き
な
負
担
が

残
る
よ
う
で
は
本
末
転
倒
。
子
供
た
ち
に

負
担
の
残
ら
ぬ
よ
う
、
次
の
世
代
の
こ
と

を
考
え
な
が
ら
、
ス
キ
ー
場
の
跡
地
を
ど

う
や
っ
て
い
く
の
か
検
討
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ご
理
解
の
ほ
ど
を
。

　
　
　地権
者
の
理
解

　スキ
ー
場
は
、
セ
ン
タ
ー
ハ
ウ
ス
等
の

建
物
、
４
つ
の
駐
車
場
、
広
大
な
ゲ
レ
ン

デ
用
地
な
ど
、
様
々
な
利
用
方
法
が
検
討

可
能
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　し
か
し
な
が
ら
、
ス
キ
ー
場
は
国
か
ら

の
借
金
を
は
じ
め
、
多
額
の
予
算
を
投
入

し
て
整
備
し
た
施
設
で
あ
る
上
に
、
５２
万

６
４
０
０
㎡
と
い
う
広
大
な
面
積
の
う
ち

町
有
地
は
２０
％
、
国
有
林
が
１０
％
、
民
有

地
が
７０
％
と
い
う
割
合
に
な
っ
て
お
り
、

活
用
す
る
場
合
は
、
林
野
庁
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
民
有
地
３６
万
３
９
０
０
㎡
の
地

権
者
で
あ
る
３４
人
と
１
法
人
の
皆
様
の
ご

理
解
を
い
た
だ
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
　
　こ
れ
か
ら
の
活
用

　地
権
者
の
皆
様
と
は
、
令
和
１０
年
３
月

ま
で
借
地
と
し
て
契
約
し
て
お
り
、
例
年

通
り
借
地
料
を
お
支
払
い
す
る
と
と
も
に

今
後
の
活
用
方
法
に
よ
っ
て
ご
相
談
し
て

い
く
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
。

　ま
た
、
前
述
の
国
か
ら
の
借
金
は
３
億

円
で
、
活
用
方
法
に
よ
っ
て
は
強
制
的
に

返
済
せ
ね
ば
な
ら
な
い
可
能
性
が
大
き
い

こ
と
も
確
か
で
す
。

　い
ず
れ
に
し
て
も
、
今
後
の
活
用
方
法

に
よ
っ
て
、
そ
の
都
度
国
な
ど
の
関
係
機

関
と
の
調
整
が
必
要
に
な
る
で
し
ょ
う
。

セ
ン
ト
メ
リ
ー
ス
キ
ー
場
を

�

閉
鎖
し
ま
す（
下
）

川
崎
町
長

小
山 

修
作

令
和
６
年
６
月
１
日

【スキー場跡地活用スケジュール】

期　　間 内　　　　　容

令和６年４月４日 スキー場活用方針を議会へ提示

４月１２日～５月末 公募に付するための条件を整理するため
の質問を受け付け

４月３０日 行政区長会議でこれまでの沿革や今後の
スケジュール等を情報共有

８月下旬 スキー場活用に係る募集要項案の提示

９月上旬～１０月下旬 スキー場活用に係る事業者募集

９月中旬

事業計画提案者からの質問受付と回答へ
の対応
※１０月上旬頃まで対応予定
※必要に応じた現地見学会の実施

１１月上旬～１２月下旬
提案内容の事前審査（提案者との調整含
む）を行い、対応すべき事項の調整・整
理

令和７年１月下旬 第１回審査会（対応事項の調整・整理）

２月上旬 第２回審査会（交渉事業者及び優先交渉
順位の決定）

２月中旬 事業提案優先交渉者との協議開始

３月中旬 協議結果を踏まえ議会等へ報告

４月上旬 結果報告

※国等の関係機関や優先交渉事業者との調整によっては、不測の日数を
要する可能性もあります。

88
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少少子子化化にに伴伴うう小小中中学学校校のの学学区区再再編編ににつついいてて  

 
川崎町教育委員会 

 
 

１ 理想とする学校環境 

 （１）学校は徒歩や自転車での通学を含め、子どもたちが自力で通学できる範囲にある

ことが望ましい。（文部科学省による通学距離の目安：小学校４km 以内、中学校６km 以内） 
 （２）学校は地域の心の拠り所の一つである。 
 （３）学校は児童生徒が集団の中で、多様な考えに触れ、認め合い、協力し合い，切磋

琢磨することを通して一人一人の資質や能力を伸ばしていくところである。 
 
２ 児童生徒数の現状と今後の見通し 

 （１）少子化の進行 
   ○令和３年度以降の出生数は、いずれも３０人を下回っている。 

 

    【図図１１ 中学生以下の年齢別人数（R6.4.1 現在）】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 （２）川崎第二小学校における児童数推移 

○令和８年度以降の入学児童は２名程度の見込である。        【【表表１１】】  
  R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 
小学１年生 6 10 2 2 2 1 2 
全校児童数 34 36 31 27 27 23 19 

  
 
（３）富岡小学校における児童数推移 

○令和１０年度以降の入学児童は５名前後となる見込である。     【【表表２２】】  
  R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 
小学１年生 7 11 7 14 5 4 6 
全校児童数 48 49 49 58 52 48 47 

   
（４）富岡中学校における児童数推移 

○令和８年度以降の全校生徒が３０名を下回る見込である。      【【表表３３】】  
  R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 
中学１年生 11 10 7 5 11 8 7 11 7 14 5 4 6 
全校生徒数 34 32 28 22 23 24 26 26 25 32 26 23 15 

 
 

4488
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4488 5500 4499 4433 4400 4444 4433
3366
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20
30
40
50
60
70

中３ 中２ 中１ 小６ 小５ 小４ 小３ 小２ 小１ ６歳 ５歳 ４歳 ３歳 ２歳 １歳

R6.4 入学 R12.4 入学 

 

 

 

 

 

 

 

３ 今後の小中学校の学区再編方針 

 

 （１）川川崎崎第第二二小小学学校校は、令和７年度末(R8.3.31)で学校を閉校し、令和８年度(R8.4.1) 
から川崎第二小学校学区を川崎小学校学区に再編統合する。 
  

 （２）富富岡岡小小学学校校は、令和１１～１２年度前後を目途に、富岡小学校学区を川崎小学校 
学区に再編統合する。 
  

 （３）富富岡岡中中学学校校は、令和７年度末(R8.3.31)で学校を閉校し、令和８年度(R8.4.1)から 
富岡中学校学区を川崎中学校学区に再編統合する。 
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移住・定住の促進
空き家バンク１ 地域おこし協力隊２

補助率種類 限度額
ようこそ川崎町へ移住定住促進補助金

住宅修繕改修
クリーニング
引っ越し
空き家取得
住宅家賃補助金
新築住宅取得

経費の２分の１
経費の２分の１
経費の２分の１
経費の２分の１

経費の２分の１
月額家賃－３万円

15 万円
10 万円
10 万円
50 万円

月額１万円（３年間）
30 万円

空き家バンクの実績（R６.3.31 現在）
年度 物件

登録数
利用
登録数

契約数
（移住世帯）

契約数
（移住世帯以外）

契約数
合計

移住者数
（うち未成年数）

H25
H26

H27

H28
H29

H30

R1

R2

R3

合計

0 00 0 0

0 00 0

6 0

1
8 8

22 25 6 15（3）

8 116 22 9 19（7）

11 118 35 12 30（10）
9 213 34 11 17（5）

8 321 36 11 19（5）

13 57 49 18 28（7）

6 812 50 14 15（5）
R4 6 211 38 8 11（2）

R5 4 411 29 8 ７（1）

71 26139 327 97 161（45）

採用人数年度 移住元
地域おこし協力隊採用実績

２名（男１女１）H29
H30
R1
R2
R4

２名（男１女１）
２名（男 0女 2）
３名（男 2女１）
６名（男 4女 2）

東京都、仙台市
京都府、神奈川県
仙台市、神奈川県
仙台市

R5 ３名（男 2女１） 仙台市、村田町
仙台市、蔵王町、山形県

R6 １名（男１女 0） 仙台市

任期終了後の進路

○WE B デザイナー
○飲食店経営
○小売店（雑貨・量り売り）
○宿泊業（百の宿）
○農業

移住定住・起業サポートセンター「SPRING」
　「SPRING」 は、 移住定住 ・起業希望者の総合窓口としての機
能のほか、 コワーキングスペース等を備えた多機能型施設として
運営を開始しました。

■営業時間…午前 10 時から午後５時まで
■定休日…月曜日（祝日の場合は翌営業日）、お盆、年末年始
■利用料…無料（会員登録必要）
■お問い合わせ…℡0224-51-8789

５期生 2022.4 ～

奥山　一成
おくやま かずなり

５期生 2022.4 ～

田中　宗子
たなか もとこ

５期生 2022.4 ～

菊池　兼人
きくち かずと

５期生 2022.4 ～

川田　泰紀
かわた たいき

５期生 2022.5 ～

中川　尚子
なかがわ しょうこ

６期生 2023.4 ～

伊藤　真悟
いとう しんご

６期生 2023.4 ～

大沼　繁幸
おおぬま しげゆき

７期生 2024.4 ～

相原　慎之介
あいはら しんのすけ

６期生 2023.4 ～

庄子　裕佳
しょうじ ゆうか
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省省エエネネ設設備備導導入入にに係係るる助助成成制制度度ににつついいてて  
 

ここ数年、地球温暖化が原因と考えられる気候変動の影響により、環境

問題や自然災害が世界各地で起こっています。猛暑や集中豪雨の増加、

海水面の上昇など、わたしたちの生活にさまざまな影響が出るのではな

いかと世界中で問題となっています。そのため川崎町では、かけがえの

ない緑豊かな自然を守り、二酸化炭素の排出量と温室効果ガスを削減す

る「「ゼゼロロカカーーボボンンシシテティィ」」を目指しており、省エネ対策として地球温暖

化の防止や災害に強い住宅の普及を進めるため、「「住住宅宅用用ススママーートトエエネネルル

ギギーー設設備備普普及及促促進進事事業業」」として、対象機器を導入した町民の方へ助成金

の交付を行っています。 

  

〇〇対対象象者者  

 １．川崎町内に住所がある方（法人は対象外） 

 ２．令和６年５月１日から令和７年２月28日まで自宅に対象機器を設置した方、

または町内で対象機器が設置された住宅を購入した方 

   （太陽光受給契約確認書の電力受給開始日が令和７年２月28日までの方） 

 ３．町税を滞納していない方 

  

〇〇対対象象設設備備  

設設  備備  名名  設設備備のの内内容容  要要件件・・助助成成金金額額  

【住宅用太陽光発電設備】 

 

 住宅の屋根などに

設置された太陽光パ

ネル（ソーラーパネ

ル）に、太陽からの光

エネルギーを取り入

れて電気を作り出し、

その電気を住宅で使

用できる設備 

 新しく設置された最大出

力10kw未満のもので、電力

会社と受給契約を結んでお

り、住宅で使いきれない電

気については売電されるこ

と            

 

１kW以上２kW未満：２万円 

２kW以上３kW未満：４万円 

３kW以上４kW未満：６万円 

４kW以上10Kw未満：８万円 

 

設設  備備  名名  設設備備のの内内容容  要要件件・・助助成成金金額額  

【定置用蓄電池】 

 

 繰り返し充電する

ことができ、災害が発

生した時など、必要に

応じてバッグアップ

電源として利用でき

る据え置き型の設備

  

 太陽光発電設備から作ら

れた電気を繰り返し充電で

きる蓄電容量１kwh以上のも

ので、停電の時などに住宅

のコンセントを通じて使用

できること       

（簡単に持ち運びできるポ

ータブル型は対象外） 

 

対象経費の１／１０    

（上限１０万円）     

【家庭用高効率給湯器】 

 

【自立型】 

 停電時にも利用で

きるガスや石油を燃

料とした潜熱回収型

（廃熱を利用）の設備 

 バッグアップバッテリー

が内蔵された電源ユニット

と一体になっていること 

    

１台あたり２万円     

【ハイブリット型】 

 電気とガスを効率

よく使って、お湯を作

ることができる設備

  

 高効率ガス給湯器、電気

式ヒートポンプ、貯湯タン

クが一体となっていること 

（エコキュートは対象外） 

１台あたり２万円     

【ＨＥＭＳ
ヘ ム ス

】

 

Home
ホーム

EEnergy E 
エネルギー

 

AEManagementE

マ ネジメ ント

A AESystemE

システム

 

（住宅エネルギー 

   管理システム） 

 

 住宅の家電機器や

電気設備の電力使用

量を効率的にして、省

エネ・節電を行うシス

テム 

 ECHONET
エコーネット

 Lite
ライト

（通信規格

の名称）と省エネ・節電す

るための自動制御機能が付

いていること      

    

 

対象経費の１／５     

（上限２万円）      

  

〇〇受受付付期期間間、、申申請請先先及及びび受受付付時時間間  
 １．令和７年２月28日（金）まで町民生活課環境衛生係に申請してください。 

 ２．受付時間は土日・祝日を除く午前８時30分から午後５時15分までです。 

 ３．予算額に達した場合は受付を終了します。 
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